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  （百万円未満切捨て）

１．2019年12月期第１四半期の連結業績（2019年１月１日～2019年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年12月期第１四半期 276 △28.4 △85 - △86 - △86 - 

2018年12月期第１四半期 386 △60.3 4 - 4 - 6 - 
 
（注）包括利益 2019年12月期第１四半期 △86 百万円 （-％）   2018年12月期第１四半期 6 百万円 （-％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年12月期第１四半期 △31.63 - 

2018年12月期第１四半期 3.12 2.63 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年12月期第１四半期 576 475 82.1 

2018年12月期 712 561 78.5 
 
（参考）自己資本 2019年12月期第１四半期 473 百万円   2018年12月期 559 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年12月期 - 0.00 - 0.00 0.00 

2019年12月期 -        

2019年12月期（予想）   0.00 - 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年12月期の連結業績予想（2019年１月１日～2019年12月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 577 △40.4 46 △52.1 44 △53.8 33 △60.6 12.26 

通期 1,134 △29.7 106 261.0 104 317.2 79 - 29.22 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期１Ｑ 2,733,500 株 2018年12月期 2,733,500 株 

②  期末自己株式数 2019年12月期１Ｑ 20 株 2018年12月期 20 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期１Ｑ 2,733,480 株 2018年12月期１Ｑ 1,997,500 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通

しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後の事業運営や外部要因等に大きく依存するこ

とから、それらの状況変化により、記載の予想数値と異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀による金融緩和策を背景に、企業

収益の回復や雇用環境の改善が継続し、緩やかな景気回復基調で推移しました。

 一方で、欧米の政策動向による海外経済の不確実性への懸念などから、依然として先行き不透明な状況が続いて

おります。 

 不動産業界におきましては、賃貸及び売買市場に関しては、雇用環境と企業業績の改善を背景に好調だった前期

の水準を維持しております。また、投資不動産市場に関しては、資金調達方法の多様化や投資対象物件のバリュエ

ーションが拡大していることなどを背景に投資資金が流入する状況が継続しており、引き続き良好な環境にあると

考えられます。

 インターネット業界におきましては、インターネット広告市場がスマートフォン関連広告を中心とする広告支出

の拡大に伴い、堅調に推移しております。また、ブロックチェーンや人工知能などの先端ＩＴ技術の研究によっ

て、日常社会への活用と普及が進むことにより、更なる需要の拡大が期待されております。 

 

 こうした環境下、当社グループは、 

・ フットサル施設の運営及び当該施設を活用した事業を行う「スポーツ事業」 

・ 不動産を手段とした資産形成、資産運用のための不動産販売業務、並びに不動産の有効活用、購入、売却のコ

ンサルティング業務を行う「不動産事業」 

・ システム・ソリューション開発業務、マーケティング・プロモーション業務、Ｗｅｂアプリ開発業務を行う

「Ｗｅｂ事業」 

の３つの事業を展開してまいりました。 

 その結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高276,647千円（前年同期比28.4％減）、営業損失

85,285千円（前年同期は4,615千円の営業利益）、経常損失86,284千円（前年同期は4,000千円の経常利益）、親会

社株主に帰属する四半期純損失86,451千円（前年同期は6,230千円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となり

ました。

 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

（スポーツ事業） 

 スポーツ事業に関しましては、東山田店においては、スクール売上が減少したものの、売上原価の削減が奏功し

減収増益となり、つかしん店においては、スクール売上及び施設売上が増加したことにより増収増益となりまし

た。

 その結果、売上高は24,756千円（前年同期比1.4％減）、営業利益は7,069千円（前年同期比22.0％増）となりま

した。

（不動産事業）

 不動産事業に関しましては、2019年３月11日付「資本業務提携契約の締結に関するお知らせ」のとおり、第二種

金融商品取引業者であるソーシャルバンクZAIZEN株式会社との資本業務提携契約を締結し、新たな収益基盤の確保

に向けて積極的な追加投資を行いました。一方で、従前より行っております不動産販売事業においては、一棟物不

動産と比較して低額な区分所有不動産を安定的に販売することができたこと等により、前第１四半期連結累計期間

を上回る売上高を計上したものの、不動産仲介事業においては、金融機関の比較的高額な投資用不動産に対する融

資態度の変化に伴い、当社の利益基準に合致する不動産仲介取引成約件数が減少し、前第１四半期連結累計期間を

下回る売上高となりました。不動産販売事業の売上高が前第１四半期連結累計期間を上回る売上を計上したもの

の、不動産販売事業と比較して利益率の高い不動産仲介事業の売上減少額がそれを上回ったことにより、売上高は

251,694千円（前年同期比23.7％減）、営業損失は37,083千円（前年同期は16,814千円の営業利益）となりまし

た。

（Ｗｅｂ事業） 

 Ｗｅｂ関連事業に関しましては、マーケティング・プロモーション業務、及び不動産分野を対象とするＷｅｂア

プリ開発業務においては、不動産管理会社、及び投資用不動産オーナーを対象としたクラウド賃貸管理システム

（商品名称 AssetGenius）を開発し、2018年８月より商業運用を開始いたしました。また、システム・ソリューシ

ョン開発業務において、美容医療分野を対象とした開発が一段落した一方で、2019年３月５日付「子会社によるブ

ロックチェーン技術を用いたシステム開発の受注に関するお知らせ」のとおり、ブロックチェーン技術を用いた分

散型評価経済プラットフォームの開発に関する受注を受けたものの、当該受注の売上は2019年６月に計上すること

を予定しており、当第１四半期連結累計期間には計上されないことから、売上高は196千円（前年同期比99.4％

減）、営業損失は14,849千円（前年同期は19,826千円の営業利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は576,229千円となり、前連結会計年度末に比べ136,515千円減少いたしま

した。その主な要因は、現金及び預金が80,919千円減少、売掛金が105,380千円減少、販売用不動産が45,913千円

減少、前渡金が54,246千円増加、ソフトウェア仮勘定が22,140千円増加、投資有価証券が19,950千円増加したこと

によるものであります。 

（負債） 

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は101,220千円となり、前連結会計年度末に比べ50,063千円減少いたし

ました。その主な要因は、短期借入金が35,800千円減少したことによるものであります。 

（純資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は475,009千円となり、前連結会計年度末に比べ86,451千円減少し、

自己資本比率は82.1％となりました。その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余

金が86,451千円減少したことによるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2019年２月19日付の決算短信で公表いたしました2019年12月期の第２四半期連結累計期間及び通期連結業績予想

に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2018年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 202,839 121,920 

売掛金 111,264 5,884 

販売用不動産 163,631 117,717 

未収入金 583 178 

短期貸付金 1,664 950 

前渡金 31,030 85,276 

前払費用 7,865 7,536 

その他 1,778 4,436 

貸倒引当金 △680 △42 

流動資産合計 519,976 343,860 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 64,182 62,098 

その他（純額） 3,225 3,372 

有形固定資産合計 67,408 65,470 

無形固定資産    

ソフトウエア 9,309 8,748 

ソフトウエア仮勘定 － 22,140 

無形固定資産合計 9,309 30,888 

投資その他の資産    

投資有価証券 － 19,950 

敷金及び保証金 36,311 35,851 

長期預け金 73,000 73,000 

繰延税金資産 6,728 7,196 

その他 10 10 

投資その他の資産合計 116,050 136,009 

固定資産合計 192,768 232,368 

資産合計 712,745 576,229 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(2018年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(2019年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

短期借入金 69,200 33,400 

未払金 17,953 18,172 

未払法人税等 4,951 2,002 

未払消費税等 9,817 4,308 

未払費用 29,054 25,462 

瑕疵保証引当金 7,171 5,692 

その他 9,798 10,717 

流動負債合計 147,947 99,756 

固定負債    

長期預り保証金 150 150 

長期未払金 2,276 574 

長期リース債務 910 739 

固定負債合計 3,337 1,463 

負債合計 151,284 101,220 

純資産の部    

株主資本    

資本金 534,746 534,746 

資本剰余金 498,641 498,641 

利益剰余金 △473,853 △560,305 

自己株式 △24 △24 

株主資本合計 559,510 473,059 

新株予約権 1,950 1,950 

純資産合計 561,460 475,009 

負債純資産合計 712,745 576,229 

 

- 5 -

株式会社ジェイホールディングス(2721) 2019年12月期 第１四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 386,287 276,647 

売上原価 252,224 255,427 

売上総利益 134,063 21,220 

販売費及び一般管理費 129,447 106,505 

営業利益又は営業損失（△） 4,615 △85,285 

営業外収益    

受取利息 29 8 

受取手数料 2 6 

受取保険金 － 117 

助成金収入 1,100 － 

その他 0 1 

営業外収益合計 1,133 133 

営業外費用    

支払利息 248 650 

支払手数料 － 480 

新株予約権発行費 1,500 － 

その他 － 3 

営業外費用合計 1,748 1,133 

経常利益又は経常損失（△） 4,000 △86,284 

税金等調整前四半期純利益 

又は税金等調整前四半期純損失（△） 
4,000 △86,284 

法人税、住民税及び事業税 758 635 

法人税等調整額 △2,988 △468 

法人税等合計 △2,229 167 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,230 △86,451 

親会社株主に帰属する四半期純利益 

又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
6,230 △86,451 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年３月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 6,230 △86,451 

四半期包括利益 6,230 △86,451 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,230 △86,451 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年３月31日）

１．配当金支払額 

 該当事項はありません。 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

 該当事項はありません。 

 

３．株主資本の著しい変動 

 該当事項はありません。 

 

当第１四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年３月31日）

１．配当金支払額 

 該当事項はありません。 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの 

 該当事項はありません。 

 

３．株主資本の著しい変動 

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

 
スポーツ 
事業 

不動産 
事業 

Web 
事業 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 25,107 330,004 31,175 386,287 － 386,287 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計 25,107 330,004 31,175 386,287 － 386,287 

セグメント利益 5,793 16,814 19,826 42,435 △37,819 4,615 

（注）１．セグメント利益の調整額△37,819千円は、主に報告セグメントには配分していない全社費用であり、主に持

株会社である親会社に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

 
スポーツ 
事業 

不動産 
事業 

Web 
事業 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 24,756 251,694 196 276,647 － 276,647 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計 24,756 251,694 196 276,647 － 276,647 

セグメント利益 

又は損失（△） 
7,069 △37,083 △14,849 △44,862 △40,422 △85,285 

（注）１．セグメント利益の調整額△40,422千円は、主に報告セグメントには配分していない全社費用であり、主に持

株会社である親会社に係る費用であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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